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*外国為替レートについて 

本報告書内で使用されている為替レートは、原則 2020年１月時点の以下の平均レートを適

用する。ただし、為替変動の性質を踏まえ、2020 年１月時点のレートを過去の取組に関す

る金額のレート換算に適用することは望ましくないため、当時のレートが確認できるもの

はおおよその日本円を補足表記、それ以外の場合は日本円への換算はしていない。 

 

外国通貨 日本円換算レート 

アメリカドル 111.19 円 

カナダドル 85.94円 

オーストラリアドル 77.79円 

メキシコペソ 6.91円 

大韓民国ウォン 0.097円 

 

 

 

 

  




